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巻
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︵
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信
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□

要

旨

公
家
・
山
科
言
継
の
日
記
﹃
言
継
卿
記
﹄
に
は
新
陰
流
を
創
始
し
た
兵
法
家
・
上
泉
信
綱
の
永
禄
末
～
元
亀
二
年
頃
に
お
け
る
京
都
で
の
活
動

が
記
録
さ
れ
︑
そ
の
中
に
信
綱
と
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
の
兵
法
演
武
の
記
述
が
あ
る
︒
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
︑
従
来
史
料
的
根
拠
な
く
兵
法
師

範
と
推
定
さ
れ
て
い
た
千
秋
刑
部
少
輔
を
室
町
幕
府
奉
公
衆
・
千
秋
輝
季
に
比
定
し
︑
輝
季
と
信
綱
の
親
戚
関
係
や
信
綱
の
四
位
叙
位
へ
の
輝
季

の
関
与
を
指
摘
す
る
等
︑
新
た
な
人
物
像
を
提
示
し
た
︒

本
稿
で
は
こ
の
信
綱
と
輝
季
の
関
係
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
べ
く
︑
先
ず
先
行
研
究
を
整
理
し
て
上
泉
信
綱
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
千
秋
輝

季
の
人
物
像
を
訂
正
し
︑
続
い
て
両
者
の
交
流
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
親
戚
関
係
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
た
︒
最
後
に
天
覧
試
合
の
褒
賞
と

も
言
わ
れ
た
信
綱
の
四
位
叙
位
が
︑
実
は
千
秋
輝
季
・
中
御
門
宣
教
の
協
力
を
得
た
信
綱
の
奏
請
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
併
せ
て
天

覧
試
合
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
行
っ
た
︒

以
上
か
ら
信
綱
と
輝
季
は
親
戚
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
師
弟
関
係
に
あ
り
︑
輝
季
は
武
将
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
一
方
で
︑
兵
法
演
武
・
位
階

奏
請
な
ど
在
京
中
の
信
綱
を
支
え
た
高
弟
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
︒
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□

キ
ー
ワ
ー
ド

上
泉
武
蔵
守
信
綱

千
秋
刑
部
少
輔
輝
季

奉
公
衆

熱
田
大
宮
司
一
門

目

次

一
︑
は
じ
め
に

二
︑
千
秋
輝
季
の
人
物
像

・
先
行
研
究
の
整
理

・
千
秋
輝
季
の
略
歴

・
信
綱
と
輝
季
の
年
齢
差

・
先
行
研
究
の
再
検
討

三
︑
平
野
卜
部
氏
を
介
し
て
の
上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
親
戚
関
係
に
つ
い
て

・
親
戚
関
係
の
再
検
討

・
平
野
社
預
一
件
と
信
綱
・
輝
季
の
動
向

︵
以
上
︑
本
号
︶

四
︑
上
泉
信
綱
の
四
位
叙
位
と
千
秋
輝
季

︵
以
下
︑
次
号
︶

・
先
行
研
究
の
整
理

・
上
泉
信
綱
の
位
階
奏
請

・
上
泉
信
綱
・
千
秋
輝
季
・
中
御
門
宣
教
の
関
係
に
つ
い
て

・
位
階
奏
請
の
協
力
者

五
︑
上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係

～
結
び
に
か
え
て
～

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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一
︑
は
じ
め
に

上
泉
信
綱
に
関
し
て
は
︑
研
究
論
文
・
人
名
事
典
等
の
解
説
︑
史
料
や
研
究
成
果
を
引
用
し
な
が
ら
も
執
筆
者
の
創
作
が
混
合
す
る
小

説
等
様
々
な
論
述
が
あ
る
が
︑
近
年
で
は
中
世
古
祥
道
氏
﹃
上
泉
武
蔵
守
信
綱
傳
私
考
︵
１
︶

﹄︑
魚
住
孝
至
氏
﹁
上
泉
武
蔵
守
信
綱
研
究
覚
書
︵
２
︶

﹂

に
お
い
て
先
行
研
究
諸
説
の
整
理
・
再
検
討
︑
史
料
批
判
を
重
視
し
た
信
綱
の
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
︒

魚
住
氏
の
研
究
整
理
を
要
約
す
る
と
︑
信
綱
に
つ
い
て
簡
潔
な
叙
述
が
あ
る
﹃
本
朝
武
芸
小
伝
﹄︵
一
七
一
六
年
刊
︶
﹃
日
本
剣
道
史
﹄

︵
一
九
二
五
年
︶﹃
剣
道
の
発
達
﹄︵
一
九
二
五
年
︶﹃
大
日
本
剣
道
史
﹄︵
一
九
三
四
年
︶
︑
現
在
の
通
説
の
基
盤
と
な
っ
た
信
綱
の
伝
記
を
含

む
﹃
正
伝
新
陰
流
﹄︵
一
九
五
七
年
︶︑
信
綱
に
関
し
て
十
頁
内
外
で
論
述
さ
れ
る
﹃
図
説
日
本
剣
豪
史
﹄︵
一
九
七
一
年
︶﹃
日
本
武
道
大
系
﹄

︵
一
九
八
二
年
︶︑﹃
図
説
・
古
武
道
史
﹄︵
一
九
六
九
年
︶︑﹃
増
訂
武
芸
流
派
大
事
典
﹄︵
一
九
七
八
年
︶﹃
剣
豪
史
談
﹄︵
一
九
八
四
年
︶︑
上
泉

家
文
書
や
郷
土
史
的
資
料
を
用
い
た
六
百
頁
超
の
大
冊
の
信
綱
伝
な
が
ら
﹁
こ
の
書
は
︑
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
︑
独
自
の
解
釈
や
推
測

を
交
え
た
と
こ
ろ
や
︑
時
に
主
人
公
に
な
り
き
っ
た
形
で
書
か
れ
た
記
述
も
混
じ
っ
て
い
る
︒
年
号
も
確
定
し
た
詳
し
い
年
譜
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
が
︑
個
々
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
︒
最
近
で
は
︑
こ
の
本
に
依
拠
す
る
小
説
も
出
さ
れ
て
お
り
︑
通
説
化
し
つ
つ
あ
る
﹂
と
魚

住
氏
が
留
意
す
る
︵
３
︶

﹃
上
毛
剣
術
史

中

剣
聖
上
泉
信
綱
詳
伝
﹄︵
一
九
八
四
年
︶︑
以
上
の
成
果
を
再
検
討
し
信
綱
の
基
礎
的
な
事
柄
を

十
四
項
目
に
分
け
て
論
じ
た
﹃
上
泉
武
蔵
守
信
綱
傳
私
考
﹄︵
一
九
九
八
年
︶
が
著
さ
れ
た
後
︑
魚
住
氏
が
﹁
先
行
研
究
で
は
︑
史
料
の
等

級
を
十
分
に
吟
味
す
る
こ
と
な
く
︑
ま
た
時
代
背
景
や
判
明
し
た
歴
史
的
事
実
と
の
照
合
も
せ
ず
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
﹂
為
︑﹁
改
め
て

典
拠
と
な
る
史
料
の
信
憑
性
を
考
慮
し
て
︑
確
か
と
言
え
る
点
に
絞
っ
て
論
じ
﹂
た
﹁
上
泉
武
蔵
守
信
綱
研
究
覚
書
﹂
を
著
し
た
︵
４
︶

︒
こ
の

様
に
近
年
︑
先
行
研
究
の
再
検
討
と
史
料
に
基
づ
い
た
信
綱
の
研
究
が
続
く
中
︑
本
稿
で
も
主
に
中
世
古
氏
・
魚
住
氏
の
研
究
成
果
に
立
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脚
し
な
が
ら
︑
上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
を
行
い
た
い
︵
尚
︑
本
稿
は
上
下
巻
で
一
連
の
論
文
で
あ
る
為
︑
文
中
の
﹁
本
稿
﹂

﹁
前
述
﹂
﹁
後
述
﹂
等
の
用
語
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
︒
注
に
つ
い
て
は
便
宜
上
︑
上
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
で
纏
め
た
︶
︒

二
︑
千
秋
輝
季
の
人
物
像

先
行
研
究
の
整
理

先
ず
先
行
の
上
泉
信
綱
研
究
に
お
け
る
千
秋
輝
季
の
人
物
像
を
見
て
お
く
︒
先
行
研
究
に
お
い
て
上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
交
流
を
示

す
史
料
は
次
に
掲
出
す
る
﹃
言
継
卿
記
﹄
の
三
例
︵
史
料
①
～
③
︶
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
︵
５
︶

︒

①

梨
門
へ
御
暇
乞
に
参
︑
御
盃
被
下
之
︑
御
約
束
之
小
き
錫
杖
被
下
之
︑
次
千
秋
刑
部
少
輔
︑
大
胡
武
蔵
守
参
︑
へ
い
は
う
被
御
覧
了

︵
元
亀
元
年
八
月
十
日
条
︶

②

於
真
珠
院
斎
有
之
︑
次
持
明
院
︑
左
兵
衛
督
︑
中
院
︑
薄
︑
雲
松
軒

供

澤

路

隼

人

佑

︑
千
秋
刑
部
少
輔
︑
大
胡
武
蔵
守
︑
鈴
木
︑︑︑
等
来
︑
令
同
道

葉
室
へ
罷
向
︑
先
小
漬
有
之
︑
次
於
御
霊
猿
楽
五
番
有
之
︑
各
見
物
罷
向

︵
同
年
八
月
十
八
日
条
︶

③

次
各
令
同
道
帰
京
了
︑
於
路
次
太
秦
真
珠
院
へ
立
寄
︑
酒
有
之
︑
千
秋
︑
大
胡
︑
鈴
木
等
兵
法
有
之
︑
各
見
物
了

︵
同
年
八
月
十
九
日
条
︶

『言
継
卿
記
﹄
に
お
け
る
信
綱
の
記
事
は
永
禄
十
二
年
︵
一
五
六
九
︶
一
月
十
五
日
条
︵
後
述
の
史
料
④
︶
を
初
出
と
し
︑
以
降
三
十
回

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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以
上
記
録
さ
れ
る
︒
そ
の
中
で
信
綱
と
輝
季
の
交
流
が
直
接
的
に
示
さ
れ
る
史
料
は
①
・
③
の
二
つ
の
み
で
あ
り
︑
①
の
元
亀
元
年

︵
一
五
七
〇
︶
八
月
の
上
泉
信
綱
︵
大
胡
武
蔵
守
︵
６
︶

︶
と
千
秋
刑
部
少
輔
の
兵
法
演
武
の
記
事
が
信
綱
と
輝
季
の
交
流
の
初
出
記
事
で
あ
る
︒

﹁
千
秋
刑
部
少
輔
︑
大
胡
武
蔵
守
参
へ
い
は
う
﹂﹁
千
秋
︑
大
胡
︑
鈴
木
等
兵
法
有
之
﹂
と
あ
る
様
に
︑
例
え
ば
千
秋
・
鈴
木
が
上
泉
信
綱

の
相
手
役
を
務
め
る
様
な
形
で
新
陰
流
の
演
武
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︵
７
︶

︒
よ
っ
て
上
泉
信
綱
の
演
武
相
手
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
は

新
陰
流
兵
法
を
相
当
習
得
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
︒

諸
田
政
治
氏
は
こ
の
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
を
﹁
室
町
御
所
兵
法
師
範
﹂
と
推
測
し
て
い
る
︒
諸
田
氏
は
︑
足
利
義
輝
御
前
試
合
に
お
い

て
信
綱
の
対
戦
相
手
が
﹁
兵
法
師
範
﹂
の
﹁
千
坂
兵
部
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
上
泉
家
口
伝
と
︑﹃
言
継
卿
記
﹄
に
信
綱
と
梨
門
・
真
珠
院

に
お
い
て
演
武
を
行
っ
た
千
秋
刑
部
少
輔
︵
前
述
の
史
料
①
③
︶
の
記
述
か
ら
﹁
即
ち
上
泉
口
碑
に
あ
る
千
坂
兵
部
は
︑
こ
の
千
秋
刑
部

の
訛
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
︒
彼
は
塚
原
卜
伝
が
前
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
京
を
去
る
に
臨
ん
で
︑
将
軍
義
輝
に

残
し
た
お
稽
古
相
手
で
あ
り
︑
後
に
兵
法
師
範
と
な
っ
た
程
の
兵
法
者
で
あ
る
︵
８
︶

︒﹂﹁
塚
原
卜
伝
は
︑
京
を
去
る
に
臨
ん
で
︑
出
藍
の
誉
れ

高
い
高
弟
︑
千
秋
刑
部
を
義
輝
の
御
稽
古
相
手
と
し
て
残
し
て
去
っ
た
︒
こ
れ
は
信
綱
が
京
都
に
道
場
を
開
設
す
る
約
十
年
前
の
天
文
年

間
末
葉
の
事
で
あ
る
︵
９
︶

﹂
と
記
す
︒

他
に
も
﹁
こ
の
千
秋
刑
部
な
る
人
物
は
︑
兵
法
史
上
全
く
無
視
さ
れ
た
無
名
の
人
物
で
あ
る
が
︑
山
科
言
継
が
常
に
信
綱
の
上
位
に
記

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
︑
そ
の
当
時
の
京
都
に
於
け
る
彼
の
兵
法
者
と
し
て
の
位
置
が
推
定
さ
れ
る
︒
但
し
こ
れ
は
地
元
に
よ
る
長

年
の
言
継
と
の
交
誼
と
︑
室
町
御
所
兵
法
師
範
と
し
て
の
地
位
に
対
す
る
敬
意
の
表
現
﹂﹁
足
利
義
輝
︑
千
秋
刑
部
及
び
そ
の
門
人
達
が
︑

揃
っ
て
信
綱
に
入
門
し
た
の
は
︑
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
事
で
あ
っ
た
︒﹂
と
義
輝
の
御
前
試
合
で
信
綱
に
敗
れ
た
﹁
千
秋
刑
部
﹂
と
そ

の
門
人
達
が
信
綱
に
入
門
し
た
と
し
︑
ま
た
信
綱
が
天
覧
演
武
を
行
っ
た
と
し
て
﹁
元
亀
元
年
六
月
二
十
七
日
︑
こ
の
日
兵
法
天
覧
の
光

栄
に
浴
し
た
の
は
︑
上
泉
信
綱
︑
千
秋
刑
部
少
輔
︑
鈴
木
意
伯
︑
丸
目
蔵
人
佐
の
四
名
で
あ
る
︒
上
泉
口
碑
に
よ
る
と
︑
信
綱
の
こ
の
日
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の
装
束
は
︑
絹
布
の
白
装
で
あ
っ
た
と
い
う
︒﹂
更
に
﹁
信
綱
其
の
日
の
兵
法
演
武
の
功
績
に
対
し
て
︑
朝
廷
よ
り
即
日
昇
叙
の
御
沙
汰

が
下
っ
た
︒
こ
れ
は
前
例
の
な
い
事
で
あ
っ
た
︒
従
来
の
従
五
位
の
下
か
ら
一
階
級
昇
叙
さ
れ
て
︑
従
四
位
下
と
な
っ
た
の
だ
︒
正
親
町

天
皇
の
直
接
御
指
示
が
あ
り
︑
そ
れ
は
異
例
の
早
さ
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
﹂
と
す
る
が
︵

︶
︑
口
伝
以
外
は
直
接
的
に
根
拠
と
な
る

10

史
料
が
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

こ
の
様
に
諸
田
氏
の
記
す
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
は
︑
塚
原
卜
伝
に
よ
り
足
利
義
輝
に
推
挙
さ
れ
た
兵
法
者
が
室
町
幕
府
兵
法
師
範
と

な
っ
た
後
︑
上
泉
信
綱
と
の
御
前
試
合
を
通
じ
て
信
綱
の
門
下
と
な
り
︑
天
覧
演
武
の
相
手
を
務
め
る
程
の
高
弟
と
な
っ
た
人
物
と
纏
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

し
か
し
な
が
ら
上
泉
家
口
伝
に
﹃
言
継
卿
記
﹄
の
記
事
を
引
用
し
て
叙
述
す
る
も
の
の
︑
口
伝
・
史
料
を
根
拠
と
し
た
叙
述
︑
根
拠
史

料
不
明
の
叙
述
︑
創
作
と
思
わ
し
き
叙
述
が
混
然
と
な
っ
て
い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
︒
以
上
の
様
に
諸
田
氏
は
﹁
兵
法
史
上
全
く
無
視

さ
れ
た
無
名
の
人
物
﹂
で
あ
っ
た
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
に
注
目
し
た
点
は
重
要
と
言
え
る
が
︑
根
拠
史
料
を
欠
い
た
推
測
に
よ
る
千
秋
刑

部
少
輔
の
人
物
像
が
提
示
さ
れ
て
し
ま
い
︑
結
果
そ
れ
は
一
定
の
支
持
を
得
て
い
る
︵

︶
︒
11

そ
の
後
過
去
の
研
究
整
理
・
再
検
討
が
試
み
ら
れ
た
﹃
上
泉
武
蔵
守
信
綱
傳
私
考
﹄
に
お
い
て
は
特
に
千
秋
輝
季
へ
の
論
及
は
無
く
︑

続
い
て
筆
者
が
千
秋
晴
季
の
研
究
に
お
い
て
晴
季
の
子
輝
季
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
が
︑
輝
季
の
官
途
・
没
年
と
い
っ
た
基
礎

的
事
項
の
考
察
に
止
ま
っ
て
い
て
︵

︶
︑
上
泉
信
綱
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
及
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
そ
の
成
果
が
上
泉
信
綱
研
究
に

12

お
い
て
引
用
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
︒
し
か
し
続
い
て
発
表
さ
れ
た
魚
住
氏
﹁
上
泉
武
蔵
守
信
綱
研
究
覚
書
﹂
に
は
次
の
様
に
論

じ
ら
れ
る
︵

︶
︒
13

新
陰
流
の
演
武
は
︑
こ
の
年
八
月
に
二
度
出
る
︒
言
継
が
梨
本
宮
門
跡
を
訪
れ
た
折
に
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
・
大
胡
武
蔵
守
参
り
へ
い

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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ほ
う
御
覧
ぜ
ら
る
る
﹂
と
あ
り
︑
さ
ら
に
太
秦
真
珠
院
へ
立
ち
寄
っ
た
際
に
﹁
千
秋
・
大
胡
・
鈴
木
等
兵
法
こ
れ
有
り
︑
各
見
物
し

了
ぬ
﹂
と
あ
る
︒
千
秋
刑
部
は
藤
原
輝
季
で
︑
従
五
位
上
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
演
武
も
し
て
い
る
の
で
︑
正
親
町
天
皇
の
御
前
で

の
天
覧
演
武
は
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

右
の
様
に
魚
住
氏
は
﹁
千
秋
刑
部
は
藤
原
輝
季
で
︑
従
五
位
上
で
あ
っ
た
﹂
と
述
べ
な
が
ら
も
そ
の
典
拠
史
料
を
掲
出
し
て
い
な
い
が
︑

﹃
歴
名
土
代
︵

︶
﹄
の
従
五
位
上
の
項
に
﹁
藤千

秋

輝
季

元
亀
元
・
六
・
十
八
︑
同
日
刑
卩
少
輔
﹂
と
あ
り
更
に
﹁
同
四
・
三
・
︑
討
死
﹂
と
あ

14

る
の
で
そ
の
指
摘
は
正
し
い
︒
上
泉
信
綱
研
究
に
お
い
て
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
は
従
五
位
上
・
藤
原
輝
季
に
比
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
︑

氏
名
・
官
位
が
判
明
す
る
の
み
で
︑
千
秋
家
が
累
代
の
奉
公
衆
家
で
あ
っ
た
と
い
う
基
礎
的
事
項
も
含
め
︑
具
体
的
な
人
物
像
に
つ
い
て

踏
み
込
ん
だ
論
述
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
︒

そ
の
後
筆
者
が
千
秋
輝
季
の
基
礎
的
研
究
を
行
い
︑
上
泉
信
綱
と
演
武
を
行
っ
た
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
は
﹁
室
町
御
所
兵
法
師
範
﹂
で

は
な
く
累
代
の
室
町
幕
府
奉
公
衆
・
千
秋
家
の
当
主
・
千
秋
刑
部
少
輔
輝
季
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︵

︶
︒
し
か
し
な
が
ら
信
綱
と
輝
季
の

15

関
係
に
つ
い
て
は
基
礎
的
事
実
の
指
摘
に
止
ま
り
︑
研
究
の
余
地
を
残
し
た
為
︑
本
稿
を
記
す
こ
と
に
し
た
︒

千
秋
輝
季
の
略
歴

上
泉
信
綱
に
つ
い
て
は
前
述
の
先
行
研
究
に
詳
し
い
が
︑
千
秋
輝
季
に
つ
い
て
は
従
前
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
︑
便
宜
上
次
に
拙
稿
︵

︶
よ
り
輝
季
の
略
歴
を
纏
め
て
お
き
た
い
︒

16

熱
田
大
宮
司
藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
千
秋
家
刑
部
少
輔
家
の
当
主
は
︑
室
町
幕
府
奉
公
衆
に
任
じ
ら
れ
る
と
共
に
度
々
熱
田
大
宮
司
を

輩
出
し
た
が
︑
戦
国
期
に
は
奉
公
衆
家
と
大
宮
司
家
に
家
職
に
よ
っ
て
分
家
し
た
︒
そ
の
奉
公
衆
家
の
千
秋
高
季
は
平
野
社
預
・
平
野
卜
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部
兼
永
の
三
男
を
養
子
に
迎
え
︑
そ
の
養
子
・
千
秋
晴
季
は
足
利
義
晴
・
義
輝
・
義
昭
に
仕
え
た
が
︑
織
田
信
長
に
よ
る
義
昭
の
京
都
追

放
後
も
在
京
し
︑
天
正
十
一
年
頃
か
ら
は
同
じ
卜
部
一
族
の
吉
田
兼
見
の
扶
助
に
よ
り
吉
田
郷
に
留
ま
り
天
正
十
三
年
に
病
没
し
た
︒
晴

季
に
は
千
秋
輝
季
・
小
泉
太
郎
左
衛
門
尉
の
二
子
が
確
認
で
き
る
︒

千
秋
輝
季
は
永
禄
元
年
︵
一
五
五
八
︶
に
叙
爵
︑
永
禄
二
年
～
四
年
頃
に
は
足
利
義
輝
の
奉
公
衆
︵
二
番
衆
︶
に
︑
永
禄
六
・
七
年
頃

に
は
左
近
将
監
・
義
輝
の
申
次
に
任
じ
ら
れ
た
︒
上
洛
前
の
足
利
義
昭
近
臣
歴
名
に
父
・
千
秋
月
斎
共
々
三
番
衆
に
名
を
連
ね
て
お
り
︑

義
輝
死
後
は
義
昭
に
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
輝
季
は
元
亀
元
年
六
月
～
八
月
に
か
け
て
上
泉
信
綱
と
︑
元
亀
二
年
頃
に
は
明
智
光
秀
と

の
交
流
が
知
ら
れ
︑
伊
勢
氏
・
諏
訪
氏
な
ど
一
部
の
幕
府
衆
と
同
じ
く
光
秀
の
旗
下
に
つ
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
元
亀
四
年
︵
一
五
七
三
︶

二
月
︑
足
利
義
昭
と
織
田
信
長
の
対
立
に
よ
り
︑
織
田
方
の
明
智
光
秀
が
近
江
国
今
堅
田
城
を
攻
略
し
た
際
に
輝
季
は
光
秀
に
従
軍
し
て

討
死
し
た
︒

輝
季
の
年
齢
に
つ
い
て
は
傍
証
を
重
ね
た
結
果
︑
永
禄
元
年
︵
一
五
五
八
︶
の
叙
爵
時
で
十
五
歳
前
後
︵
前
後
幅
は
大
凡
五
歳
以
内
︶︑
元

亀
四
年
︵
一
五
七
三
︶
の
討
死
の
時
点
で
大
凡
三
十
歳
前
後
と
考
え
ら
れ
︑
信
綱
と
輝
季
の
官
位
奏
請
・
兵
法
演
武
が
あ
っ
た
元
亀
元
年

︵
一
五
七
〇
︶
に
は
︑
輝
季
は
大
凡
二
十
七
歳
前
後
と
推
測
さ
れ
る
︒

信
綱
と
輝
季
の
年
齢
差

上
泉
信
綱
の
生
年
・
年
齢
に
つ
い
て
は
︑
信
綱
の
嫡
孫
・
泰
綱
が
慶
長
五
年
︵
一
六
〇
〇
︶
に
四
十
九
歳
で
戦
死
し
た
こ
と
か
ら
逆
算

す
る
と
︑
永
禄
四
年
︵
一
五
六
一
︶
の
﹁
関
東
幕
注
文
﹂
に
記
載
さ
れ
る
﹁
上
泉
大
炊
助
﹂
が
信
綱
の
子
・
秀
綱
に
比
定
で
き
る
の
で
︑

既
に
信
綱
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
秀
綱
は
こ
の
時
三
十
歳
以
上
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
︑
信
綱
も
ま
た
こ
の
時
五
十
歳
以
上

と
考
え
ら
れ
︑
生
年
は
永
正
五
年
前
後
が
相
応
し
い
と
し
︑
柳
生
来
訪
が
五
十
代
半
ば
︑
言
継
と
の
交
流
は
六
十
歳
前
後
と
な
り
︑﹁
そ

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶

―43―



れ
ぞ
れ
の
叙
述
に
も
相
応
し
い
年
齢
と
考
え
ら
れ
る
︒﹂
と
推
察
さ
れ
て
い
る
︵

︶
︒
17

す
る
と
信
綱
と
輝
季
が
演
武
を
行
っ
た
元
亀
元
年
頃
の
上
泉
信
綱
の
年
齢
は
六
十
歳
前
後
︑
千
秋
輝
季
の
年
齢
は
二
十
七
歳
前
後
︵
二

十
代
半
ば
～
三
十
代
前
半
︶
と
推
測
さ
れ
︑
大
凡
三
十
歳
程
の
年
齢
差
が
あ
り
︑
例
え
て
言
え
ば
親
子
程
の
世
代
の
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
こ
の
年
齢
差
は
︑
両
者
の
関
係
を
考
え
る
上
で
︑
ま
た
両
者
の
交
流
す
る
姿
を
想
像
す
る
上
で
も
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒

先
行
研
究
の
再
検
討

以
上
の
論
述
を
基
に
先
行
研
究
の
再
検
討
を
行
い
た
い
︒
前
述
の
如
く
先
行
研
究
に
お
い
て
輝
季
の
具
体
的
な
人
物
像
を
示
し
た
諸
田

氏
の
論
説
を
再
検
討
す
る
︒

先
ず
︑
輝
季
が
室
町
御
所
兵
法
師
範
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
︒
輝
季
は
家
職
に
よ
っ
て
足
利
義
輝
の
奉
公
衆
と

な
っ
た
後
に
申
次
職
に
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
︵

︶
︑
義
輝
に
仕
え
た
頃
の
輝
季
の
年
齢
は
十
～
二
十
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
よ
っ
て
諸

18

田
氏
の
説
く
様
な
塚
原
卜
伝
の
推
挙
に
よ
っ
て
室
町
幕
府
に
出
仕
し
て
門
人
を
抱
え
た
兵
法
師
範
で
は
な
い
︒

次
に
信
綱
と
輝
季
の
足
利
義
輝
御
前
試
合
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
︒
諸
田
氏
は
千
坂
兵
部
と
上
泉
信
綱
が
足
利
義
輝
の
御
前
で
試
合
を

行
っ
た
と
い
う
上
泉
家
の
口
頭
伝
承
を
︑﹁
兵
法
師
範
﹂
で
あ
る
﹁
千
坂
兵
部
﹂
が
梨
門
・
真
珠
院
で
信
綱
と
演
武
を
行
っ
た
﹁
千
秋
刑
部
﹂

の
訛
伝
で
あ
る
と
推
測
し
︑
千
秋
刑
部
が
室
町
御
所
の
兵
法
師
範
で
あ
っ
た
と
す
る
︒
そ
の
口
伝
の
記
述
を
次
に
記
す
︵

︶
︒
19

こ
の
時
の
試
合
に
つ
い
て
は
︑
上
泉
口
碑
に
厳
然
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
︒
当
代
の
上
泉
治
氏
は
語
る
︒

﹁
ど
う
も
信
綱
は
御
前
試
合
に
な
る
も
の
を
︑
何
回
も
や
っ
て
お
る
ら
し
く
︑
こ
の
時
も
将
軍
︵
義
輝
︶
の
面
前
で
︑
当
時
日
本
一

と
い
わ
れ
た
兵
法
師
範
を
始
め
︑
十
余
人
を
打
負
か
し
た
と
い
う
伝
承
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
⁝
⁝
﹂
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と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑﹁
た
だ
︑
そ
の
兵
法
師
範
の
名
前
が
︑
千
坂
兵
部
と
い
う
ん
で
す
か
ら
︑
こ
り
ゃ
あ
ど
う
も
曖

昧
な
も
の
で
し
て
⁝
⁝
︒﹂

成
程
そ
れ
も
無
理
は
な
い
︒
千
坂
兵
部
と
い
え
ば
場
所
は
有
名
な
敵
役
︑
吉
良
上
野
介
と
因
縁
深
い
山
形
県
の
米
沢
で
あ
り
︑
上
泉

家
は
歴
と
し
た
米
沢
藩
士
で
あ
る
︒︵
略
︶
米
沢
藩
の
名
家
老
千
坂
兵
部
︵
略
︶
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
︒︵
略
︶
し
か
し
︑
そ

れ
で
は
こ
の
伝
承
は
全
く
の
虚
構
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
︑
そ
う
で
は
な
い
︒
言
継
卿
記
に
︵
以
下
略
︶

と
し
て
前
述
の
様
に
﹃
言
継
卿
記
﹄︵
前
述
の
史
料
①
②
③
に
該
当
︶
の
信
綱
と
輝
季
︵
千
秋
刑
部
少
輔
︶
の
演
武
・
交
流
の
記
録
を
挙
げ
て
︑

﹁
信
綱
の
兵
法
演
武
の
あ
る
と
こ
ろ
︑
常
に
鈴
木
意
伯
と
千
秋
刑
部
少
輔
が
︑
そ
の
行
動
を
共
に
し
て
い
る
事
﹂
等
か
ら
﹁
即
ち
上
泉
口

碑
に
あ
る
千
坂
兵
部
は
︑
こ
の
千
秋
刑
部
の
訛
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
﹂
と
記
す
︵

︶
︒
輝
季
が
兵
法
師
範
あ
っ
た
と
い
う
説
は
史
料
が
掲

20

出
さ
れ
ず
そ
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
が
︑
上
泉
家
口
伝
で
は
御
前
試
合
で
信
綱
と
戦
っ
た
千
坂
兵
部
が
兵
法
師
範
と
伝
わ
る
の
で
︑
千
坂

兵
部
は
千
秋
刑
部
の
訛
伝
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
︑
千
秋
刑
部
は
兵
法
師
範
で
あ
っ
た
と
い
う
論
法
と
見
受
け
ら
れ
る
︒

諸
田
氏
は
こ
の
御
前
試
合
の
開
催
時
期
を
永
禄
七
・
八
年
︵
一
五
六
五
︶
と
す
る
︵

︶
︒
そ
こ
で
永
禄
期
の
千
秋
氏
の
官
途
を
見
る
と
︑
千

21

秋
晴
季
は
永
禄
元
年
に
剃
髪
し
て
お
り
︵

︶
︑
輝
季
は
永
禄
元
年
に
叙
爵
し
て
暫
く
無
官
︑
永
禄
六
・
七
年
︵
一
五
六
三
・
四
︶
に
左
近
将
監

22

を
称
し
︑
元
亀
元
年
︵
一
五
七
〇
︶
に
従
五
位
上
・
刑
部
少
輔
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
︵

︶
︒
す
る
と
永
禄
七
・
八
年
に
は
正
確
に
は
千
秋
刑
部

23

少
輔
を
称
す
る
人
物
は
存
在
せ
ず
︑
逆
に
輝
季
が
刑
部
少
輔
と
な
っ
た
元
亀
元
年
に
は
足
利
義
輝
は
既
に
死
没
し
て
い
る
︒
す
る
と
当
時

か
ら
の
口
伝
で
あ
れ
ば
︑
正
確
に
は
御
前
試
合
は
信
綱
と
﹁
千
秋
左
近
将
監
︵

︶
﹂
に
よ
る
も
の
と
な
る
筈
で
あ
り
︑
こ
の
点
に
疑
問
が
残
る
︒

24

輝
季
が
左
将
監
を
経
て
刑
部
少
輔
に
昇
進
し
た
こ
と
に
関
す
る
口
伝
の
記
述
も
︑
考
証
に
よ
る
論
述
も
な
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
仮
に
輝
季

の
最
終
官
歴
か
ら
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
と
口
伝
さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
で
も
訛
伝
に
関
し
て
尚
︑
疑
問
が
残
る
︒
そ
こ
で
﹁
千
坂
兵
部
﹂

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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と
﹁
千
秋
刑
部
﹂
の
訛
伝
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒

先
に
引
用
し
た
口
伝
に
関
す
る
論
述
を
見
る
と
︑
諸
田
氏
は
﹁
千
坂
兵
部
﹂・﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
に
読
み
仮
名
を
付
け
て
い
な
い
︵

︶
︒﹁
米

25

沢
藩
の
名
家
老
千
坂
兵
部
︵

︶
﹂
と
あ
る
か
ら
口
伝
の
千
坂
兵
部
は
上
杉
氏
家
臣
・
千
坂
氏
で
あ
り
︑
通
常
﹁
ち
さ
か
﹂
と
読
む
よ
う
で
あ
る
︵

︶
︒

26

27

し
か
し
訛
伝
さ
れ
た
と
い
う
﹁
千
秋
刑
部
少
輔
﹂
の
﹁
千
秋
﹂
は
﹁
ち
あ
き
﹂
で
は
な
く
︑﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
︵

︶
﹄
元
亀
元
年
六
月
十

28

七
日
条
に
﹁
ほ
う
こ
う
の
せ
ん
し
う
﹂︵
奉
公
の
千
秋
︶
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
信
綱
在
世
の
元
亀
元
年
当
時
か
ら
﹁
千
秋
﹂
は
音
読

し
て
﹁
せ
ん
し
う
﹂
即
ち
﹁
せ
ん
し
ゅ
う
﹂
と
発
音
さ
れ
て
い
た
︒
す
る
と
上
泉
信
綱
在
世
当
時
か
ら
の
率
直
な
口
伝
で
あ
れ
ば
﹁
せ
ん

し
ゅ
う
さ
こ
ん
の
し
ょ
う
げ
ん
﹂﹁
せ
ん
し
ゅ
う
ぎ
ょ
う
ぶ
の
し
ょ
う
﹂
が
な
ぜ
﹁
ち
さ
か
ひ
ょ
う
ぶ
﹂
に
訛
伝
さ
れ
て
上
泉
家
に
伝
え

ら
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
︒
こ
れ
を
解
決
し
併
せ
て
口
伝
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
︑
こ
の
部
分
の
口
伝
を
根
拠
と
し
︑

そ
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
史
実
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
︒
よ
っ
て
御
前
試
合
そ
の
も
の
の
史
料
が
明
示
さ
れ
な
い
以
上
︑
足
利
義
輝
御
前

試
合
が
上
泉
信
綱
と
室
町
御
所
兵
法
師
範
・
千
秋
刑
部
少
輔
︵
輝
季
︶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
説
に
は
賛
同
し
難
い
︒

続
い
て
天
覧
演
武
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
た
い
︒
従
来
か
ら
信
綱
の
天
覧
演
武
の
有
無
そ
の
も
の
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
︵

︶
︒
前
述
の
様

29

に
諸
田
氏
は
﹁
元
亀
元
年
六
月
二
十
七
日
︑
こ
の
日
の
兵
法
天
覧
の
光
栄
に
浴
し
た
の
は
︑
上
泉
信
綱
︑
千
秋
刑
部
少
輔
︵
略
︶﹂
と
述

べ
る
が
上
泉
家
口
伝
以
外
に
根
拠
を
欠
い
て
い
る
︒
し
か
し
前
述
の
様
に
天
覧
演
武
・
即
日
叙
位
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る
元
亀
元
年
六
月
二

十
七
日
は
︑
宮
中
女
官
の
記
録
﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
﹄
元
亀
元
年
六
月
二
十
七
日
条
に
﹁
こ
と
な
る
こ
と
な
し
﹂
と
記
載
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
か
ら
︑
禁
裏
で
は
特
別
な
出
来
事
は
無
か
っ
た
ら
し
い
︵

︶
︒
よ
っ
て
こ
の
記
事
に
反
証
す
る
様
な
天
覧
演
武
そ
の
も
の
の
史
料
を
明

30

示
し
得
な
い
以
上
は
︑
元
亀
元
年
六
月
二
十
七
日
の
信
綱
と
輝
季
の
天
覧
演
武
に
つ
い
て
も
︑
今
の
と
こ
ろ
史
実
と
は
認
め
難
い
︒
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三
︑
平
野
卜
部
氏
を
介
し
て
の
上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
親
戚
関
係
に
つ
い
て

親
戚
関
係
の
再
検
討

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
頁
・
別
表
１
の
略
系
図
か
ら
︑
平
野
家
を
介
し
て
千
秋
家
・
上
泉
家
が
親
戚
に
当
た
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
︒

但
し
上
泉
信
綱
が
平
野
卜
部
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
は
﹃
言
継
卿
記
﹄
に
僅
か
一
例
し
か
な
い
︒
以
前
︑
拙

稿
に
お
い
て
も
信
綱
と
平
野
氏
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
が
︑
そ
れ
は
注
記
で
も
あ
っ
た
の
で
改
め
て
本
稿
で
見
直
し
た
い
︒

『言
継
卿
記
﹄
は
京
都
に
お
け
る
信
綱
の
動
向
を
知
る
上
で
の
基
礎
史
料
で
あ
り
︑
注
︵
５
︶
に
記
し
た
様
に
﹃
前
橋
市
史
﹄
の
信
綱

関
連
記
事
の
抄
録
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
︒
そ
の
言
継
と
信
綱
の
出
会
う
契
機
と
な
っ
た
の
が
︑
平
野
社
預
職
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ

た
︒
次
に
そ
の
﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
二
年
一
月
十
五
日
条
を
掲
げ
る
︵

︶
︒
31

④

耆
婆
宮
内
大
輔
来
︑
平
野
社
預
長
松
丸
申
状
持
来
︑
同
大お
ゝ

胡ご

武
蔵
守
叔
母

舅
也

︑
添
状
有
之
︑
父
卜
兼
興
犯
気
時
之
儀
︑
社
頭
如
無
之
間
︑

可
有
改
易
之
由
申
之
︑
予
披
露
之
事
頼
入
之
由
申
之
︑
領
掌
了

永
禄
十
二
年
一
月
十
五
日
︑
耆
婆
宮
内
大
輔
が
平
野
社
預
・
平
野
長
松
丸
書
状
と
大
胡
武
蔵
守
添
状
を
山
科
言
継
に
持
参
し
た
︒
書
状

の
内
容
は
︑﹁
犯
気
﹂
に
よ
り
社
頭
を
荒
廃
さ
せ
た
平
野
兼
興
︵
長
松
丸
の
父
︶
の
改
易
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
の
史
料
で
上
泉
信
綱

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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を
示
す
﹁
大
胡
武
蔵
守
﹂
の
名
に
続
き
﹁
叔
母
舅
也
﹂

と
注
記
さ
れ
る
︒
信
綱
と
平
野
家
と
の
姻
戚
関
係
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
史
料
は
︑
従
来
こ
の
一
点
の
み

が
知
ら
れ
る
︒
信
綱
と
平
野
社
家
と
の
関
わ
り
つ
い

て
は
︑
次
の
様
な
諸
田
氏
の
指
摘
が
あ
る
︒

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
︑
上
泉
信
綱
と
︑
こ

の
平
野
神
社
社
主
の
吉
田
家
と
の
関
係
で
あ

る
︒
既
に
述
べ
た
が
如
く
信
綱
の
嫡
男
伊
勢
守

秀
胤
︵
即
ち
上
泉
家
の
菩
提
寺
西
林
寺
に
現
存
す

る
墓
石
の
主
︶
の
最
初
の
夫
人
は
︑
こ
の
吉
田

兼
興
の
末
妹
で
あ
っ
た
︒
上
泉
口
碑
に
も
︑

﹁
な
ん
で
も
最
初
の
嫁
さ
ん
は
︑
京
都
か
ら
来

た
お
姫
さ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
が
⁝
⁝
﹂
と
自
信
な
さ
そ
う
に
言

わ
れ
る
こ
の
上
泉
家
伝
承
が
︑
正
確
で
あ
っ
た

事
に
筆
者
が
驚
か
さ
れ
た
の
は
︑
実
は
か
な
り

後
に
な
っ
て
の
事
で
あ
る
︒
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※
拙
稿
注
︵

︶
論
文
の
﹁
千
秋
輝
季
親
族
略
系
図
﹂
に
加
除
訂
正
を
行
っ
た
も
の
︒

15

①
従
前
︑
﹃
系
図
纂
要
﹄
の
壬
生
朝
芳
の
﹁
実
于
恒
二
男
﹂
と
の
注
記
か
ら
︑
壬
生
家
か
ら
平
野
家
兼
隆
の
猶
子
と
な
っ

た
兼
興
を
朝
芳
の
弟
と
考
え
て
い
た
︒

し
か
し
﹃
歴
名
土
代
﹄
に
は
兼
興
が
天
文
七
年
に
叙
爵
し
﹁
平
野
預
卜
兼
興
﹂
と
あ
る
の
に
対
し
︑
天
文
十
三
年
の
朝

芳
の
叙
爵
の
記
録
に
﹁
槻
朝
芳
同
十
三
・
七
・
十
︑
五
才
﹂
や
﹁
于
恒
末
子
﹂
と
あ
る
︒
す
る
と
︑
朝
芳
は
天
文
九
年

の
生
ま
れ
で
あ
り
︑
天
文
七
年
に
は
叙
爵
し
て
平
野
預
と
な
っ
て
い
た
兼
興
の
弟
と
な
り
︑
朝
芳
の
﹁
末
子
﹂
の
注
記

か
ら
も
︑
朝
芳
は
三
兄
弟
の
末
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
︑
こ
の
部
分
を
訂
正
し
た
︒

②
別
表
２
・
３
や
本
稿
の
考
証
︵
下
巻
参
照
︶
を
基
に
︑
中
御
門
宣
教
兄
弟
の
記
述
を
追
加
・
訂
正
し
た
︒

③
兼
興
の
子
に
兼
任
が
知
ら
れ
る
が
︑
長
松
丸
と
の
関
係
が
不
詳
の
た
め
︑
こ
こ
で
は
兼
興
の
子
は
長
松
丸
の
み
を
掲
載

し
た
︒

と
し
て
前
述
の
﹃
言
継
卿
記
﹄
の
﹁
叔
母
舅
也
﹂
の

記
述
を
掲
出
し
︑﹁﹃
叔
母
舅
也
﹄
と
山
科
言
継
が
わ

ざ
わ
ざ
註
釈
を
加
え
て
い
る
四
個
の
細
字
を
見
落
と

し
て
い
た
︒﹂
と
し
て
口
伝
の
内
容
を
史
料
で
確
認

し
て
お
り
︵

︶
︑
他
に
も
﹁
天
文
一
五
・
六
年
頃
﹂
の
こ

32

と
と
し
て
﹁
秀
胤
京
都
平
野
社
大
祝
吉
田
兼
興
末
妹

を
娶
る
︒︵
早
逝
︶
︵

︶
﹂︑
﹁
天
文
末
年
頃
の
二
回
目
の

33

上
洛
時
で
あ
ろ
う
か
︑
秀
胤
は
こ
の
時
に
結
婚
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
本
家
筋
の
一
色
式
部
少
輔
藤
長
あ
た

り
の
媒
酌
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒

京
都
の
名
社
平
野
神
社
の
宮
司
吉
田
兼
興
の
末
妹
を

娶
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒﹂﹁
こ
の
姫
は
才
色
兼
備
の

夫
人
で
あ
っ
た
と
い
う
が
︑
惜
し
や
早
逝
し
た
為

に
︑
秀
胤
と
の
間
に
子
が
無
か
っ
た
︵

︶
﹂
と
述
べ
る
︒

34

確
か
に
史
料
④
﹁
耆
婆
宮
内
大
輔
来
︑
平
野
社
預

長
松
丸
申
状
持
来
︑
同
大お
ゝ

胡ご

武
蔵
守
叔
母

舅
也

︑
添
状
有

之
﹂
は
︑
平
野
長
松
丸
の
下
に
﹁
同
大
胡
武
蔵
守
﹂

と
連
な
り
﹁
同
﹂
は
平
野
長
松
丸
に
関
す
る
と
解
釈

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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さ
れ
る
の
で
︑
平
野
長
松
丸
の
叔
母
の
舅
が
上
泉
信
綱
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
︒

但
し
諸
田
氏
は
﹁
京
都
の
名
社
平
野
神
社
の
宮
司
吉
田
兼
興
の
末
妹
﹂︑﹁
塚
原
卜
伝
も
︑
塚
原
家
に
養
子
に
入
る
前
の
実
家
は
卜
部
姓

で
あ
り
︑
神
人
の
出
で
あ
る
︒
従
っ
て
︑
吉
田
︵
卜
部
︶
兼
興
と
卜
伝
は
︑
同
族
︑
同
根
︑
同
職
業
で
あ
っ
た
︒
そ
の
故
で
あ
ろ
う
が
︑

塚
原
卜
伝
は
上
洛
時
に
は
屢
々
こ
の
平
野
神
社
を
訪
れ
た
と
い
う
︒
信
綱
と
︑
卜
伝
の
関
係
と
も
睨
み
合
せ
て
︑
こ
の
よ
う
な
推
定
は
立

派
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
二
者
と
更
に
山
科
言
継
と
の
関
係
を
勘
案
す
れ
ば
︑
こ
の
秀
胤
の
結
婚
は
充
分
に
首
肯
出
来
る
も
の
と

思
わ
れ
る
﹂
と
述
べ
る
︵

︶
︒
す
る
と
兼
興
の
妹
︵
長
松
丸
の
叔
母
︶
も
卜
部
氏
の
様
に
見
受
け
ら
れ
る
が
︑
近
年
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
様
に
︑

35

平
野
兼
興
は
壬
生
官
務
家
︵
小
槻
氏
︶
の
出
身
で
子
息
の
無
か
っ
た
平
野
兼
隆
の
猶
子
と
な
っ
て
平
野
社
預
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
の
で
︵

︶
︑
36

従
来
の
説
に
は
再
検
討
を
要
す
る
︒

長
松
丸
の
﹁
叔
母
﹂
の
候
補
は
︑
①
平
野
兼
隆
の
息
女
で
平
野
兼
興
の
義
妹
︵
但
し
兼
隆
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
︵

︶
︶
︑

37

②
壬
生
官
務
家
の
息
女
で
平
野
兼
興
の
実
妹
︵
壬
生
家
の
息
女
を
長
松
丸
が
叔
母
と
称
す
る
か
が
論
点
︶︑
③
平
野
長
松
丸
の
母
の
妹
︵
母
方
の

叔
母
︶
の
三
例
が
考
え
ら
れ
る
︒
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
範
囲
で
は
各
種
系
図
・
史
料
に
は
該
当
す
る
女
性
の
史
料
は
管
見
に
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
︵

︶
︒
長
松
丸
の
叔
母
に
該
当
す
る
人
物
は
三
候
補
が
あ
り
且
つ
確
定
で
き
な
い
以
上
︑
従
来
説
か
れ
て
き
た
様
に
長
松
丸
叔
母

38

が
平
野
卜
部
氏
を
出
自
と
す
る
兼
興
の
妹
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
︒

信
綱
と
平
野
家
と
の
一
族
関
係
を
再
確
認
し
た
上
で
︑
次
に
平
野
家
と
奉
公
衆
千
秋
家
の
一
族
関
係
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

千
秋
晴
季
・
輝
季
父
子
は
公
私
共
に
吉
田
・
清
原
・
細
川
・
三
淵
氏
等
の
一
族
と
の
関
係
を
基
盤
と
し
て
活
動
し
て
お
り
︑
特
に
晩
年
の

晴
季
は
吉
田
家
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
平
野
兼
永
の
嫡
男
・
平
野
兼
隆
の
養
子
と
し
て
平
野
家
を
後
継
し
た
平
野
兼
興

と
︑
兼
永
の
実
子
で
あ
る
寿
命
院
聖
碩
或
い
は
千
秋
晴
季
は
社
務
怠
慢
な
兼
興
と
平
野
社
職
に
関
し
て
係
争
が
あ
り
︑
ま
た
天
正
六
年
～

八
年
に
は
平
野
兼
興
と
千
秋
晴
季
︵
月
斎
︶
が
地
子
銭
を
巡
り
訴
訟
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
も
︵

︶
︑
兼
興
と
兼
永
の
実
子
達
と
は
時
折
対
立
が

39
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表
面
化
し
て
い
る
様
に
︑
そ
の
関
係
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
︒
す
る
と
輝
季
は
父
同
様
に
兼
興
と
は
不
和
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
た
場
合
︑
兼
興
を
訴
え
た
平
野
長
松
丸
を
擁
護
し
た
信
綱
と
︑
千
秋
晴
季
の
子
で
あ
る
輝
季
は
共
に
兼
興
と
は
対
立
的
な
立

場
に
あ
っ
た
点
が
共
通
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
よ
う
︒

平
野
社
預
一
件
と
信
綱
・
輝
季
の
動
向

次
に
平
野
社
職
の
問
題
へ
介
入
し
た
信
綱
の
動
向
と
︑
こ
の
問
題
へ
の
輝
季
の
関
与
の
有
無
を
検
討
し
た
い
︒﹃
言
継
卿
記
︵

︶
﹄
か
ら
信

40

綱
が
介
入
し
た
平
野
社
預
関
係
の
記
事
を
次
に
抄
出
す
る
︒

④

耆
婆
宮
内
大
輔
来
︑
平
野
社
預
長
松
丸
申
状
持
来
︑
同
大お

ゝ

胡ご

武
蔵
守
叔
母
舅
也

︑
添
状
有
之
︑
父
卜
兼
興
犯
気
時
之
儀
︑
社
頭
如
無
之
間
︑

可
有
改
易
之
由
申
之
︑
予
披
露
之
事
頼
入
之
由
申
之
︑
領
掌
了
︵
﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
二
年
一
月
十
五
日
条
︶

⑤

次
大
典
侍
殿
御
局
へ
参
︑
平
野
社
務
之
事
申
状
︑
大
胡
武
蔵
守
状
等
御
披
露
之
事
︑
頼
入
之
由
申
了
︵
同
年
一
月
十
六
日
条
︶

⑥

平
野
社
長
松
申
分
御
返
事
有
之
︑
兼
興
曲
事
之
段
非
一
事
之
条
︑
可
有
御
改
易
也
︑
但
又
長
松
事
︑
父
髪
そ
る
之
間
︑
神
職
に
如
何

之
様
思
食
之
間
︑
尚
以
御
思
案
可
被
仰
出
之
由
有
之
︑
予
申
云
︑
先
例
可
有
之
間
︑
吉
田
に
可
被
相
尋
之
由
申
入
了
︵
中
略
︶
耆
婆

宮
内
大
輔
召
寄
︑
平
野
長
松
事
御
返
事
之
様
申
聞
了
︵
同
年
一
月
二
十
一
日
条
︶

⑦

五
辻
︑
中
御
門
︑
雲
松
軒
被
来
︑
又
平
野
預
子
長
松
丸
︑
耆
婆
宮
内
大
輔
︑
大
胡
武
蔵
守
等
同
道
来
︑
錫
持
来
︑
酒
有
之
︑
次
長
松
︑

耆
婆
︑
大
胡
等
令
同
道
︑
東
山
吉
田
へ
罷
向
︑
同
錫
遣
之
云
々
︑
一
盞
有
之
︑
長
松
丸
身
上
吉
田
を
頼
入
之
由
予
口
入
︑
一
家
頭
之

儀
候
間
︑
聊
以
不
可
有
疎
意
之
由
督
卿
返
答
︑
次
各
帰
了
︵
同
年
二
月
二
日
条
︶

⑧

平
野
預
兼
興
︑
少
外
記
康
雄
等
同
来
了
︵
同
年
二
月
二
十
三
日
条
︶

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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⑨

耆
婆
宮
内
大
輔
来
︑
大
胡
武
蔵
守
吉
田
へ
可
同
道
之
由
内
々
申
之
︑
大
胡
武
蔵
守
来
︑
令
同
道
吉
田
へ
罷
向
之
処
︑
留
守
之
由
有
之

間
自
河
原
罷
帰
了
︵
同
年
四
月
二
十
八
日
条
︶

⑩

大
胡
武
蔵
守
来
︑
令
同
道
吉
田
へ
罷
向
︑
紫
蘇
︑
独
活
︑
羌
活
等
十
両
宛
遣
之
︑
但
他
行
云
々
︑
大
隅
甚
九
郎
に
申
置
罷
帰
了

︵
同
年
四
月
二
十
九
日
条
)

⑪

大
胡
武
蔵
守
来
︑
令
同
道
吉
田
へ
罷
向
之
処
︑
自
一
昨
日
深
草
に
逗
留
云
云
︵
同
年
五
月
七
日
条
︶

⑫

大
胡
武
蔵
守
来
談
︑
次
吉
田
右
兵
衛
督
暫
来
談
了
︵
同
年
五
月
十
五
日
条
︶

以
上
の
様
に
長
松
丸
に
協
力
し
た
人
物
は
︑
上
泉
信
綱
︵
大
胡
武
蔵
守
︶︵
史
料
④
⑦
⑨
～
⑫
︶︑
耆
婆
宮
内
大
輔
︵
史
料
④
⑥
⑦
⑨
︶︑
山

科
言
継
︵
史
料
④
～
⑫
︶
相
談
に
応
じ
た
の
は
吉
田
兼
右
︵
史
料
⑦
︶
で
あ
っ
た
︒
耆
婆
宮
内
大
輔
が
信
綱
に
言
継
を
紹
介
し
︑
そ
の
言

継
は
宮
中
そ
し
て
吉
田
兼
右
へ
働
き
か
け
て
い
る
︒
五
辻
・
中
御
門
・
雲
松
軒
︵
史
料
⑦
︶
も
言
継
邸
に
お
い
て
信
綱
一
行
と
会
見
し
て

い
た
様
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
平
野
預
兼
興
﹂
も
言
継
を
訪
ね
て
い
る
︵
史
料
⑧
︶︒

す
る
と
信
綱
と
輝
季
は
平
野
卜
部
氏
を
介
し
て
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
は
言
え
︑
平
野
社
預
訴
訟
に
関
し
て
信
綱
と
輝
季
の
交
流
を
示

す
史
料
は
な
く
︑
そ
の
時
の
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
山
科
・
吉
田
・
中
御
門
各
家
は
輝
季
・
信
綱
共
通
の
人
脈
に

連
な
る
こ
と
か
ら
も
︑
兵
法
演
武
や
官
位
奏
請
を
共
に
す
る
関
係
に
あ
っ
た
信
綱
と
輝
季
が
︑
平
野
社
預
一
件
︑
進
ん
で
平
野
家
を
介
し

て
の
親
戚
関
係
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
︑
両
者
は
両
家
の
関
係
を
認
識
し
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
︒

︵
以
下
︑
次
号
︶
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注
︵
１
︶
中
世
古
祥
道
氏
﹃
上
泉
武
蔵
守
信
綱
傳
私
考
﹄︵
南
勢
町
教
育
委
員
会

平
成
十
年
︶

︵
２
︶
魚
住
孝
至
氏
﹁
上
泉
武
蔵
守
信
綱
研
究
覚
書
﹂﹃
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
所
年
報
・
第
十
七
号
﹄︵
平
成
二
十
三
年
度
︶

︵
３
︶
諸
田
政
治
氏
著
﹃
上
毛
剣
術
史

中

剣
聖
上
泉
信
綱
詳
伝
﹄︵
煥
乎
堂
・
昭
和
五
十
九
年
︶
は
︑
信
綱
の
伝
記
と
し
て
は
大
著
で
貴
重
な
参
考
書

と
な
る
︒
し
か
し
本
書
は
︑
諸
史
料
・
諸
資
料
に
拠
っ
て
考
証
さ
れ
た
論
述
︑
史
料
の
飛
躍
的
解
釈
や
根
拠
史
料
を
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
の
論
述
︑

登
場
人
物
の
台
詞
な
ど
の
創
作
的
な
論
述
が
混
成
さ
れ
て
︑
そ
れ
ら
論
述
の
境
目
・
関
係
性
も
不
明
確
で
あ
る
︒
以
上
か
ら
同
書
の
内
容
を
引
用
・

批
判
を
す
る
こ
と
は
︑
学
術
論
文
と
し
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
︒

し
か
し
諸
田
氏
は
﹁
本
書
を
な
す
に
当
っ
て
︑
左
の
二
点
に
特
に
注
意
し
た
︒
一
︑
単
な
る
無
味
乾
燥
な
史
料
の
羅
列
に
陥
ら
な
い
︒
信
綱
史

料
に
関
し
て
は
︑
良
質
と
思
わ
れ
る
古
典
の
要
点
を
殆
ん
ど
抄
録
し
た
つ
も
り
で
あ
る
︒
だ
が
そ
れ
だ
け
に
偏
す
る
と
︑
読
者
は
激
減
す
る
で
あ

ろ
う
︒
そ
れ
で
は
本
書
の
目
的
で
あ
る
正
し
い
信
綱
像
を
浮
彫
り
に
し
︑
広
く
世
人
に
理
解
さ
れ
た
い
と
す
る
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
︒

二
︑
小
説
に
堕
さ
ぬ
よ
う
深
甚
の
注
意
を
払
う
︒
小
説
で
は
︑
か
え
っ
て
剣
神
信
綱
の
冒
涜
に
な
る
こ
と
を
怖
れ
た
し
︑
そ
れ
に
読
者
の
水
準
を
︑

か
な
り
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
に
定
め
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
︒﹂﹁
本
書
は
歴
史
上
良
質
な
る
史
料
と
思
わ
れ
る
も
の
︑
即
ち
新
陰
流
伝
書
類
︑

言
継
卿
記
︑
上
泉
家
文
書
︑
原
沢
家
文
書
︑
柳
生
家
文
書
等
を
そ
の
主
体
と
し
て
構
成
し
︑
ど
う
考
え
て
も
不
合
理
と
思
わ
れ
る
従
来
の
通
説
の

あ
る
部
分
は
切
り
捨
て
た
り
︑
又
各
種
古
典
の
要
点
を
慎
重
に
綜
合
検
討
し
︑
か
な
り
の
自
信
を
も
っ
て
新
説
を
立
て
て
お
い
た
︒
こ
れ
ら
の
諸

点
に
関
し
て
は
︑
確
実
な
る
新
史
料
を
御
提
示
の
上
で
の
御
反
論
を
期
待
す
る
し
︑
又
︑
後
学
の
御
叱
正
を
お
願
い
し
た
い
︒﹂
と
述
べ
て
い
る
こ

と
︑
中
世
古
・
魚
住
氏
と
い
っ
た
先
行
研
究
者
が
同
書
を
引
用
・
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
︑
魚
住
氏
が
留
意
す
る
様
な
同
書
の
﹁
通
説
化
﹂

も
考
慮
し
て
︑
本
稿
で
も
同
書
を
検
討
の
対
象
と
す
る
︒
論
説
の
再
検
討
を
通
じ
て
信
綱
と
輝
季
の
新
た
な
一
面
を
提
示
し
た
い
︒

︵
４
︶
前
掲
注
︵
２
︶
魚
住
氏
論
文

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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︵
５
︶
前
橋
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
前
橋
市
史

第
二
巻
﹄︵
前
橋
市

昭
和
四
十
八
年
︶

︵
６
︶
信
綱
が
﹃
言
継
卿
記
﹄
に
﹁
大
胡
武
蔵
守
﹂
或
い
は
﹁
上
泉
武
蔵
守
﹂
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
︑
前
掲
注
︵
２
︶
魚
住
氏
論
文
ほ
か
に
も
指

摘
が
あ
る
︒

︵
７
︶
新
陰
流
兵
法
は
﹁
集
団
で
の
戦
い
方
で
は
な
く
︑
最
初
か
ら
相
手
と
一
対
一
で
向
き
合
う
形
で
考
え
て
お
り
︑
敵
で
あ
る
打
太
刀
が
打
ち
懸
か
る

と
こ
ろ
を
︑
転
じ
て
一
拍
子
で
勝
つ
﹂﹁
個
々
の
武
士
が
大
軍
団
の
中
に
埋
没
す
る
時
代
に
︑
武
士
の
独
立
し
た
矜
持
を
持
っ
て
︑
自
ら
の
身
と
心

の
あ
り
様
を
自
覚
し
つ
つ
︑
相
手
の
太
刀
の
下
へ
踏
み
込
ん
で
間
合
を
勝
つ
︒
截
合
の
実
践
武
術
か
ら
︑
二
人
で
流
派
の
形
を
稽
古
を
す
る
中
で
︑

身
心
を
練
る
こ
と
へ
と
大
き
く
飛
躍
さ
せ
た
﹂︵
前
掲
注
︿
２
﹀
魚
住
氏
論
文
︶
と
魚
住
氏
が
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
︑
信
綱
・
輝
季
・
鈴
木
が
各
々

独
自
の
兵
法
を
披
露
し
た
の
で
は
な
く
︑﹁
一
対
一
で
向
き
合
う
形
﹂
例
え
ば
信
綱
を
主
と
し
打
太
刀
を
輝
季
や
鈴
木
が
務
め
る
と
い
う
様
な
演
武

を
行
っ
た
と
考
え
る
︒

︵
８
︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
三
七
二
頁
︒

︵
９
︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
三
五
八
頁
︒

︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
三
七
二
頁
・
三
七
五
頁
・
三
七
九
頁
・
三
八
三
頁
な
ど
︒

10
︵

︶
中
条
槇
也
氏
﹃
活
人
剣
聖

上
泉
信
綱
﹄︵
叢
文
社

平
成
二
十
五
年
︶
に
は
﹁
千
秋
刑
部
︵
足
利
将
軍
家
剣
術
指
南
︶﹂
﹁
千
秋
刑
部
と
言
え
ば
︑

11

確
か
塚
原
卜
伝
殿
の
高
弟
﹂
と
あ
り
︑
千
秋
刑
部
は
将
軍
家
の
剣
術
指
南
役
で
あ
り
卜
伝
の
高
弟
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒

︵

︶
伊
藤
信
吉
﹁
室
町
幕
府
奉
公
衆
・
熱
田
大
宮
司
家
一
族
︑
千
秋
晴
季
︵
月
斎
︶
に
つ
い
て
︱
千
秋
氏
と
平
野
・
吉
田
両
卜
部
氏
と
の
関
係
に
つ
い

12

て
︱
﹂
﹃
神
道
史
研
究

五
十
八
巻
二
号

熱
田
神
宮
御
創
祀
千
九
百
年
記
念
大
会

特
輯

熱
田
神
宮
の
研
究
﹄︵
平
成
二
十
二
年
︶
所
収
︒

︵

︶
前
掲
注
︵
２
︶
魚
住
氏
論
文

13
︵

︶
湯
川
敏
治
氏
編
﹃
歴
名
土
代
﹄︵
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
八
年
︶

14
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︵

︶
伊
藤
信
吉
﹁
室
町
幕
府
奉
公
衆
・
熱
田
大
宮
司
家
一
族
︑
千
秋
輝
季
に
つ
い
て
﹂﹃
皇
學
館
論
叢
﹄
通
巻
二
七
一
号
︵
平
成
二
十
五
年
︶

15
︵

︶
前
掲
注
︵

︶︵

︶
拙
稿

16

12

15

︵

︶
前
掲
注
︵
２
︶
魚
住
氏
論
文

17
︵

︶
前
掲
注
︵

︶
拙
稿
で
︑
義
輝
が
輝
季
を
申
次
職
に
抜
擢
し
た
理
由
に
︑
両
者
の
兵
法
・
剣
術
の
同
好
が
関
連
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
︒
但
し

18

15

義
輝
に
仕
え
た
頃
の
輝
季
に
関
す
る
兵
法
関
連
の
史
料
は
管
見
に
よ
る
と
見
当
た
ら
な
い
の
で
︑
あ
く
ま
で
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
ま
る
︒

︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

三
七
一
～
三
七
二
頁
︒

19
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
三
七
一
～
三
七
二
頁
︒

20
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
の
本
文
で
は
永
禄
七
年
六
月
に
信
綱
と
輝
季
の
義
輝
御
前
試
合
が
あ
っ
た
様
に
描
か
れ
る
が
︵
三
五
六
～
三
七
五
頁
︶︑

21

六
一
頁
の
年
譜
に
は
﹁
永
禄
八
年
︵
中
略
︶
御
所
兵
法
師
範
︑
千
秋
刑
部
と
試
合
︑
義
輝
︑
刑
部
共
に
信
綱
に
入
門
﹂
と
あ
る
︒
尚
︑
足
利
義
輝

は
永
禄
八
年
五
月
に
弑
逆
さ
れ
る
︒

︵

︶
前
掲
注
︵

︶
拙
稿

22

12

︵

︶
前
掲
注
︵

︶
拙
稿

23

15

︵

︶
輝
季
の
左
近
将
監
就
任
の
確
実
な
初
見
は
永
禄
七
年
六
月
一
日
で
あ
る
︒
前
掲
注
︵

︶
拙
稿

24

15

︵

︶
登
場
人
物
全
て
に
読
み
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑﹁
愛あ

い

州す

移い

香こ
う

斎さ
い

﹂﹁
愛
州
惟い

脩
し
ゅ
う

﹂﹁
宝
蔵
院
胤い
ん

栄え
い

﹂﹁
北
畠
具と
も

教の
り

﹂
な
ど
人
物
に

25

よ
っ
て
読
み
仮
名
が
記
さ
れ
る
︒
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書
二
四
～
二
五
頁
な
ど
︒

︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

三
七
一
頁
︒

26
︵

︶
﹁
千
坂
景
親
︵
ち
さ
か
か
げ
ち
か
︶︵
略
︶
千
坂
氏
は
越
後
守
護
上
杉
氏
の
直
臣
と
し
て
文
明
～
明
応
に
か
け
て
対
馬
守
実
高
が
守
護
奉
行
人
の
地

27

位
に
あ
っ
た
﹂︵
山
本
大
氏
・
小
和
田
哲
男
氏
編
﹃
戦
国
大
名
家
臣
団
事
典

東
国
編
﹄
新
人
物
往
来
社

昭
和
五
十
六
年
︶︑﹁
ち
さ
か
か
げ
ち
か

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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千
坂
景
親
︵
略
︶
千
坂
氏
は
越
後
守
護
上
杉
氏
の
直
臣
﹂︵
阿
部
猛
氏
・
西
村
圭
子
氏
編
﹃
戦
国
人
名
事
典
﹄
新
人
物
往
来
社
・
昭
和
六
十
二
年
︶︑

﹁
チ
サ
カ

タ
カ
マ
サ

千
阪
高
雅

実
業
家
︑
羽
前
米
沢
藩
の
国
老
千
阪
高
明
の
養
子
﹂︵
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
編
﹃
大
日
本
人
名
辞
書

第
三
巻
﹄
講
談
社
・
昭
和
十
二
年
増
訂
︶
な
ど
︒

︵

︶
塙
保
己
一
︵
原
︶・
太
田
藤
四
郎
︵
補
︶
編
﹃
続
群
書
類
従

補
遺
三

お
湯
殿
の
上
の
日
記
︵
七
︶
﹄︵
昭
和
三
十
三
年
︶

28
︵

︶
前
掲
注
︵
１
︶
中
世
古
氏
著
書
に
﹁﹃
図
説
・
古
武
道
史
﹄
が
︑﹃
俗
説
に
い
う
よ
う
な
天
覧
に
入
っ
た
事
実
は
な
い
と
見
え
て
書
い
て
い
な
い
﹄

29

と
い
う
説
に
賛
同
﹂︵
六
〇
頁
︶
と
い
う
見
解
に
対
し
︑
前
掲
注
︵
２
︶
魚
住
氏
論
文
で
は
梨
本
宮
門
跡
で
の
信
綱
と
輝
季
の
兵
法
演
武
か
ら
﹁
千

秋
刑
部
は
藤
原
輝
季
で
︑
従
五
位
上
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
演
武
も
し
て
い
る
の
で
︑
正
親
町
天
皇
の
御
前
で
の
天
覧
演
武
は
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
﹂
と
す
る
︒
し
か
し
上
泉
信
綱
研
究
に
お
い
て
︑
未
だ
に
天
覧
演
武
の
史
料
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
︒
尚
︑
中
世
古
氏
は
著
書
の
中
で
﹁
天
覧
﹂

の
語
を
用
い
る
が
︑﹁
日
本
で
剣
術
を
最
初
の
天
覧
に
供
し
た
﹂
の
引
用
記
載
の
後
に
も
﹁
こ
の
天
覧
の
年
時
﹂﹁
天
覧
の
時
﹂﹁
天
覧
の
こ
と
は
い

わ
な
い
﹂
等
と
続
く
の
で
︑
同
書
の
﹁
天
覧
﹂
も
﹁
天
覧
演
武
﹂
と
い
っ
た
意
味
で
解
釈
し
た
︒

︵

︶
前
掲
注
︵

︶﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
﹄

30

28

︵

︶
国
書
刊
行
会
編
﹃
言
継
卿
記

第
四
﹄︵
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
十
年
︶

31
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

三
九
二
～
三
九
三
頁

32
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

五
九
頁

33
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

四
四
九
頁

34
︵

︶
前
掲
注
︵
３
︶
諸
田
氏
著
書

三
九
三
～
三
九
四
頁
︑
四
四
九
頁

35
︵

︶
前
掲
注
︵

︶
拙
稿

36

12

︵

︶
﹁
平
野
社
再
興
縁
起
﹂︵
上
田
正
昭
監
修
﹃
平
野
神
社
史
﹄
平
野
神
社
社
務
所

平
成
五
年
︶
に
﹁
兼
隆
子
孫
な
く
﹂
と
あ
る
︒
ほ
か
平
野
社
家
周

37
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辺
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
︑
注
︵

︶︵

︶
拙
稿
参
照
︒

12

15

︵

︶
前
掲
注
︵

︶︵

︶
拙
稿

38

12

15

︵

︶
前
掲
注
︵

︶
拙
稿

39

12

︵

︶
前
掲
注
︵

︶﹃
言
継
卿
記
﹄

40

31

上
泉
信
綱
と
千
秋
輝
季
の
関
係
に
つ
い
て
︵
上
︶
︵
伊
藤
︶
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